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日本と台湾の学生が「自転車」というコンテンツを用いて地域の歴史・文化等に触れるフィールドワークを実施し、日
台の異同等に目を向けつつ、実社会で有用となるグローバルな感覚や、協働を促進するコミュニケーション・リーダー
シップについて実践的に学ぶこと、行政機関や民間企業との産学官連携事業として、愛媛県が推進する「自転車新文
化」を両国の学生たちが広く地域に発信することを目的としたプロジェクトである。
本発表では、5年間にわたるプロジェクトの実績や、コロナ禍を経てブラッシュアップされた開催方法を紹介するとと

もに、両国学生のアンケート調査結果をもとにしたプロジェクトの成果と今後の展望について発表する。

プロジェクト1年目。日台合同の4チームに分かれて愛媛県・し
まなみ海道編として、しまなみ海道をフィールドにサイクリング
を実施した。走行ルートは、各チームの日台学生が協働して決定
し、単にサイクリングを楽しむだけではなく、村上水軍博物館や
大山祗神社といった歴史・文化施設の訪問や、地産品の食事体
験を行うなど、地域に根差した活発な交流が見られた

プロジェクト2年目は高知県・四万十川編として、
四万十川流域をフィールドとして研修を実施した。
日台合同チームでの60kmサイクリング、自然・文
化施設の訪問、地元農家レストランでの地域の方々
との活発な交流がみられた。サイクリングは、言語
的な壁を超え、協働を促進するコミュニケーション
やリーダーシップのあり方を学ぶ場となった。

プロジェクト3年目は徳島県・うずしお・祖谷編を予定してい
たが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、プロジェクト
の開催自体が危ぶまれたが、両国がそれぞれにサイクリング
や文化・歴史の紹介動画を作成し、ZOOMやYouTube等
のオンラインツールを駆使した新しい形での開催となった。
オンラインならではの効果も発見でき、今後につながる試み
となった。

プロジェクト4年目は、日本中がwithコロナへ進みながらも、引
き続きコロナ禍が影響し、全面的な対面実施は難しい状況であっ
た。そこで、昨年のオンラインでの交流に加え、感染防止対策を徹
底して、愛大学生と台湾学生がともに考えたしまなみ海道コース
を愛大学生のチームがサイクリングし、その様子を動画にして文
化や歴史を紹介する形を試みた。オンラインと対面をミックスし
た交流に発展させることができ、今後につながる試みとなった。

プロジェクト5年目は、新型コロナウイルスの弱毒化やワクチン
接種の広がりなどを背景として、台湾学生の訪日が可能となり、
2年ぶりに対面による開催となった。これまでの経験を活かし、
対面とオンラインをブレンドした香川県・うどん・小豆島編として、
開催し、これまでで最も満足感や充実感の高いプロジェクトと
なった。また、サイクリングロードの美化、SDGsの一環として、
小豆島でのビーチクリーンを実施した。

大学生による日台国際交流

環四国サイクリングプロジェクト
～国境を越えた深いつながりの形成～

僕らは 自転車で つながっている

サイクリングを通して、チームで励まし合って頑張るこ
との喜びを実感する事ができた。

地域で行われているサイクリング活動やクリーン活動
があれば参加してみたいと思った

台湾と日本の自転車文化の共通
点や違いがわかり面白かった。

もっとサイクリングに長時間参加したい！
競技性があるともっと面白いと思う。

参加学生の声
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